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岩手医科大学報　2020. ４｜7

理事会報告　（２月定例－２月25日開催）

１．役職者の選任について
２．教員の人事について
３．職員の人事について
４．岩手看護短期大学の保健師・助産師学校指定取消及び専攻科の
　　廃止について
５．岩手医科大学医療専門学校の歯科技工士学校指定取消について
６．組織規程の一部改正について

講座内准教授の職務を明示するため、組織規程を一部改正する
ことを承認した。 （施行年月日　2020年３月１日）

７．ガバナンス・コードの制定について
2019年１月の文部科学省大学設置・学校法人審議会学校法人分科
会の自主行動規範に関する提言、並びに2020年４月１日施行の私

立学校法改正に伴い、本法人の自主行動規範となるガバナンス・
コードの制定案を承認した。 （施行年月日　2020年４月１日）

８．大学院学則の一部改正について
中央教育審議会大学分科会の2040年を見据えた大学院教育のあ
るべき姿（審議まとめ）を踏まえ、学長を中心とした全学的マ
ネジメント体制の明確化、権限の重複排除及び意思決定の迅速
化を図り、学位授与の手続方法、研究科委員会等の運営組織に
ついて整理し、大学院学則を一部改正 することを承認した。
  （施行年月日　2020年４月１日）

９．職員就業規則等の一部改正について
10．臨床研修医等宿舎の整備について
11．第二体育館跡地駐車場の賃貸借契約締結について
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　本年3月31日付で定年を迎えられた皆様には、長い間岩手医科大学発展のためにご尽力いただき、厚く御礼申し上げます。
皆様の今後のご健勝を祈念いたします。

3列目   塚澤 仁敏　 吉田 秀樹　 水本 義久 　渡辺 透　 田畑 光秋　 藤村 秀男　 関 弘昭　 及川 仁　 村上 龍也　 行森 良一　 小原 勝美
2列目   高澤 るみ子　 濱田 美智子　 工藤 順子 　寺田 歓子　 宮田 まゆみ　 横澤 里美　 木村 美代子　 小野寺 康子　 菅 聡恵　 渡辺 晴子　佐々木 えり子　 髙橋 純子　 増田 友之
1列目   高橋事務局長 　佐藤全学教育推進機構長　 三部薬学部長　 三浦副学長　 祖父江学長　 小川理事長　 小林副学長　 佐々木医学部長　 嶋森看護学部長　 佐藤看護部長



岩手医科大学募金状況報告

　岩手医科大学創立120周年記念事業募金に対し、特段のご理解とご支援を賜りました皆様方お一人
おひとりに、厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。
　今後とも格別なるご支援・ご協力を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。
今回は第33回目の御芳名紹介です。（令和２年１月１日～令和２年２月29日）
※御芳名及び寄付金額は、広報を希望されない方は掲載しておりません。

【創立120周年記念事業募金】

●法人・団体等（13件）

<5,000,000>
　鈴木 　信行（医24）
<1,000,000>
　寺元 　　隆（父母）
　佐原 　　元（医13）
<500,000>
　田村 　豊一（医21）
<100,000>
　菅原 　　明（父母）
　佐藤 　安孝（父母）
　本田 　信也（医43）
　狩野 　茂之（医44）
　藤井 　　謙（医27）
　小山 　雅彦（父母）
<30,000>
　名久井 一樹（父母）
<10,000>
　土居 　雅宗（医58）
　佐藤 　　優（歯43）
　園部 　　伸（父母）

<ご芳名のみ>
後藤 　康文（役員）
吉田 　俊巳（医26）
本田 　健一（父母）
張　 　京浩（父母）
荒川 　　明（父母）
廣田 　浜夫（父母）
石川 　　浩（医30）
戸田 　和則（父母）
齋藤 かほり（医49）
佐々木 真理（役員）
金澤 　　格（医46）
安藤 由美子（父母）
照井 　克俊（教職員）

小林 　克浩（父母）
中嶋 　正実（父母）
本田 　聡子（父母）
金野 　高明（父母）
東梅 　久子（医37）
加藤 　　浩（医39）
成瀬 　隆弘（父母）
石垣 　　泰（教職員）
二井 　一成（医15）
安藤 　将録（父母）
佐々 　幸江（一般）
箱木 　孝則（歯11）
遠藤 　義忠（医14）
佐藤 　　一（医68）

大澤 　　浩（医31）
安田 　圭太（医68）
千葉 　悟司（父母）
小野寺 恵美（父母）
古澤 　　健（父母）
上原 　兼礼（学生）
須藤 　英子（父母）
山岸 　　篤（歯15）
那須 　和広（教職員）
北川 　　久（父母）
菅原 　清孝（父母）
高橋 　正樹（父母）

●個人（54件）

<10,000,000>
　医療法人社団　敬和会（岩手県北上市）
<1,000,000>
　医療法人　敬仁会　遠藤医院（宮城県塩釡市）
　株式会社　アキヤマ（岩手県二戸郡）
<300,000>
　医療法人　悠隆会（宮崎県延岡市）
<100,000>
　PSP株式会社（東京都港区）
カールツァイスメディテック株式会社（東京都千代田区）

<ご芳名のみ>
医療法人　髙橋医院（宮城県大崎市）
医療法人社団　北良会　かさい睡眠呼吸器クリニック（岩手県北上市）
株式会社　長谷川建設（岩手県陸前高田市）
医療法人　明成会　ごとう眼科（宮城県登米市）
医療法人社団　回天会（静岡県浜松市）
医療法人　阿部耳鼻咽喉科医院（秋田県横手市）
積水メディカル株式会社東北営業所（宮城県仙台市）

（令和２年２月29日現在）

区　　分 申込件数 寄付金額（円）
圭　　陵　　会 1062 629,085,089
在学生ご父母 904 517,450,000
役員・名誉教授 96 123,510,000
教　　職　　員 259 34,932,000
一　　　　　般 137 45,695,010
法 人 ・ 団 体 369 998,784,000
合　　計 2,827 2,349,456,099
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編集後記

　今回の特集は、コスモス館１階にオープ
ンした矢巾町営「ウェルベース矢巾」の紹
介です。本学と矢巾町と民間４社が協力し
医療との連携を目指す健康増進施設とな
ります。矢巾町民の皆様に親しまれるエリ
アが岩手医科大学を起点にさらに広がっ
ていますね。
　社会は大変な状況ではございますが、心
身穏やかに健康に過ごしましょう。

（編集委員 工藤 正樹）

《岩手医科大学報編集委員》
小川　　彰
影山　雄太
松政　正俊
齋野　朝幸
藤本　康之
白石　博久
成田　欣弥
遊田由希子
佐藤　　仁
小坂　未来
藤澤　美穂

佐藤真結美
工藤　靜子
工藤　正樹
及川　弘美
安保　淳一
佐々木忠司
畠山　正充
藤村　尚子
武藤千恵子
髙橋　　慶
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スポット医学講座
呼吸器外科学講座　助教 重枝 弥

呼吸器外科におけるロボット支援手術について

　日本におけるロボット支援手術は2012年に前立腺癌への保険適用を皮切りに、2016年に腎細胞癌、
2018年には肺癌、縦隔腫瘍、食道癌、胃癌、直腸癌、膀胱癌、子宮体癌と一挙に適用疾患が拡大されました。
当科では2019年１月に肺癌に対する第一例目のロボット支援胸腔鏡下肺葉切除術を行い、現在、肺癌、
縦隔腫瘍のロボット支援手術を積み重ねています。

　ロボット手術というとロボットが手術すると思われがちですが、実際は執刀医が患者さんから離れた
操作ユニットに座り、画面を通して数か所の小さい切開創から患者さんに挿入された機器を操作する手
術になります。ただし肺の手術は助手に委ねる操作も多く執刀医と助手の連携が非常に大切です。
　ロボット支援手術の利点は、鮮明かつ拡大された
映像と手ぶれ防止機能により正確で繊細な操作を行
えるだけでなく、鉗子の関節が多いため時に手を動
かすより楽に操作できることです。創部が小さいた
め痛みが少ないのですが、これらの特徴のおかげで、
大きな切開創の手術の感覚で小さい創部からの繊細
な操作が可能になりました。もちろん万能な装置で
はありませんので、まず手術の際はもうひとつの低
侵襲手術である胸腔鏡下手術とどちらが適切な術式
であるかを慎重に判断し、手術中は緊急時の手順を
常に確認して手術を行っています。

　2020年４月から肺癌に対する
保険適用は肺葉切除に加え切除
範囲の小さい区域切除にも拡大
されました。また、今後新たな
手術支援ロボットも登場すると
いわれており、ロボット支援手
術の果たす役割は大きくなると
考えられます。当科でも安全で
侵襲の小さい手術を最先端の技
術で皆様に提供することができ
るよう、今後も邁進してまいり
ます。

手術中の実際の画像。執刀医はこの画を３Dで見ることがで
きます。

透明なビニールがかかっている器機が患者さん側の
ユニット（ペイシェントカート：ダビンチサージカ
ルシステム．インテュイティブ社）。写真右が筆者。

操作ユニット（サージョンコン
ソール）。執刀医はここで手術を
行います（写真は出口准教授）。
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